
１　「廣瀬文庫」寄託の経緯
　このたび関西大学図書館に、

関西大学名誉教授であり第２６

代学長、第５代図書館長をも

務められた故廣瀬捨三先生の

蔵書が寄託された。

　寄託の経緯は、平成１４年２

月２日、廣瀬捨三先生が９０歳

で長逝され、同年３月末本学

学長へ、ご遺族から廣瀬先生の蔵書を関西大学に預

けたいとの申し出があったことに始まる。申し出を

受けて図書館では、同年４月に全蔵書を３回に分け

て搬入した。その量は搬送用の箱にして計９７２箱、

内容は①和装本が９１箱、そのうち国書が１６５点

（１，６８５冊）、漢籍が８９点（１，１３７冊）、②洋書の貴重

書相当分が７８箱、５２１点（８１８冊）、それ以外に③洋

装本が８０３箱（約２１，０００冊）あった。

　その後同年５月に、①和装本及び②洋書の貴重書

相当分のリストを完成させ、本学は１１月ご遺族と

「廣瀬文庫」寄託の覚書を締結した。１２月には本学

図書館ホームページ上にて「廣瀬文庫」のリストを

公開し、廣瀬捨三先生を広く顕彰するとともに、特

別許可による資料の閲覧・複写が認可されている。

２　廣瀬捨三先生
　廣瀬捨三先生は明治４４年９月２９日東京市に生まれ、

関西大学予科から関西大学法文学部文学科（英文学

専攻）、関西大学大学院（中世英文学専攻）へと進

まれた。昭和１５年関西大学予科に助教授として勤め

られた後、昭和５７年定年退職されるまでの間、文学

部長、教養部長、大学院文学研究科長、図書館長を

歴任し、昭和４４年大学紛争時には学長代行として、

断乎たる態度で紛争を収拾し、大学の正常化に力を

注がれた。翌昭和４５年１０月には正規の学長に選ばれ、

同４８年９月まで務めた。

　ご専攻は中世英文学で、特にイギリスの詩人チョ

ーサーを生涯の研究対象とされたが、中世文学は神

話伝説的要素が多分に含まれるので、神話伝説学、

民族学、民俗学、宗教学、哲学、天文学等の広範な

知識が必要とされる。先生はこうした諸学にも造詣

が深く、さらにギリシア語、ラテン語の原典につい

ても研究されていた。また、「寡黙重厚な人柄で、

正義感が強く、筋を通すことになると、平素の無口

な口から鋭くはげしい言葉が飛び出し、人をして傾

聴させることがあ」ったようである。１）

　昭和４６年に「チョーサー『カンタベリー物語』の

研究」により文学博士の学位を授与され、昭和５７年

には関西大学名誉教授となられた。

３　「廣瀬文庫」の資料紹介
　廣瀬文庫の資料は、先生のご専門であるチョーサ

ーの『カンタベリー物語』や、ダンテ・ペトラルカ

（イタリア）、ホメロス（ギリシア）、ミルトン（イ

ギリス）など各国詩人の代表作等、文学全般、聖書

等の宗教関係、博物学、言語学、哲学、歴史学等の

分野に渉っている。また先生は萬葉集をはじめとす

る古典籍についても熱心に蒐集されていたため、和

装の国書や漢籍も含まれている。

　以下に廣瀬文庫資料から、いくつかの重要な資料

を紹介する。

�　『萬葉集［廣瀬本］』２０巻　１０冊

　　天明元年１２月２４日（１７８１）春日昌預等写

　　墨付総丁数１０４３丁

　　縦２６．６糎、横１８．８糎　大本

　　霞に若松文様の刷り表紙

　　貼り題簽には書名の下に右寄せ小字で巻序を二

巻続けて示し、その左に朱小文字で賀茂真淵説

による巻序を記す

　　　　　　　　��������　［リスト国書№１］

　　　先生の蔵書の中で最も貴重なものである。昭

和５４年大阪そごう百貨店の古書展で入手された。

　　　万葉集は大伴家持によって現存の形に近いも

のにまとめられ、奈良時代の末頃成立したとさ

れる。しかし原本は残存しておらず、２０数種の

写本のうち全巻揃った完本は、これまで鎌倉時

代の学僧仙覚が校合してつくった「仙覚本系」
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の写本のみであった。ところが廣瀬先生所蔵の

この本は、仙覚本系とは系統の異なる非仙覚本

で、非仙覚本系では唯一の全巻揃った写本であ

ることが判明したため、平成５年に新聞紙上等

で発表され大きな話題をよんだ。

　　　これまで萬葉集のテキストとしては、全巻揃

っている仙覚本系の写本が使用されてきたので

あるが、他方で仙覚本系の写本は、仙覚個人の

見解の影響を強く受けており、万葉集の原形を

どれだけ留めているかという点では、疑問視さ

れていた。今回のこの資料は、もとの写本にあ

った誤脱もおおかたそのままにしており、かえ

って万葉集の原形をよく伝えていると考えられ

ている。

　　　またこの資料は、藤原定家が鎌倉幕府三代将

軍の源実朝に贈った、相伝秘蔵の万葉集を後年

写したものであろうということも判明している。

今後萬葉集研究が一層広がることが期待される。

　　　なお、平成６年に岩波書店から『校本萬葉

集』別冊１－３として、廣瀬本萬葉集が影印出

版されている。

�　『岷江入楚』５５巻　５５冊

　　享保５年５月（１７２０）　鵜飼千右衛門清澄写

　　一面１６行、序１３行

　　縦２６．７糎、横１９．９糎　大本

　　藍色表紙

　　貼り題簽に書名、帖名および冊次を記す

　　「大江」の朱印を捺す

　　　　　　　　��������　［リスト国書№８５］

　　　中院通勝が１０年以上の歳月をかけ、細川幽斎

の求めに応じて「源氏物語」の諸注を集めたも

の。慶長３年６月１９日完成。廣瀬文庫のこの資

料は、序章の異同から判断すると１００本以上あ

る写本のうち、蜂須賀家旧蔵専修大学蔵本に

　　もっとも近いと考えられる。
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　　　　　　　　��������　［リスト洋書№３３９］

　　ダンテ著作集。ヴェネツィアにある����������

�������������	�では��������	
������
�の一つで、

特にダンテのイラストにおいて意義のある版で

ある（写真次ページ）。各国語に訳されたもの

はあるが、イタリア語のものはない。国内では

所蔵しているところは希少。テキストとして貴

重である。
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　　　　　　　　��������　［リスト洋書№４５０］

　　スイダス辞典。１０世紀末にピザンティンの学者

によって編纂された、文学を中心とした百科辞

典。すでに伝わっていない多くの資料について

記載しており、ギリシア研究には不可欠なもの

である。
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　　　　　　　　��������　［リスト洋書№５６］
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　　　　　　　　��������　［リスト洋書№５７］

　　ともにカンタベリー物語。チョーサーの代表作。

図書館フォーラム第８号（２００３）
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�　『萬葉集［廣瀬本］』
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南イギリスのカンタベリーにあるトマス・ア・

ベケットの祠に詣でる２９人（３１人とする説もあ

り）の巡礼がロンドンの宿屋に落ち合い、チョ

ーサーも加わって、各人が往復にそれぞれ２つ

ずつ話した物語を記す。実際には未完のものも

含めて２４の物語が書かれたのみである。当時の

イギリス社会とその風俗・人情を、人生に対す

る深い透察をもって写実的に描いており、イギ

リス物語文学の先駆である。
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　　　　　　　　��������　［リスト洋書№１］
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　　　　　　　　��������　［リスト洋書№２］

　　チョーサーの伝記及び世界の歴史。ともにチョ

ーサー研究には欠かせないもの。

　なお、和装本及び貴重書相当の洋書の全資料リス

トについては、関西大学ホームページ上で公開して

いるので、ご利用いただきたい。

注

１）　関西大学教育後援会編　『先生の横顔』　吹田

　　　関西大学教育後援会　１９８１　��３０
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